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美
濃
部
教
授
が
行
政
法
撮
要
を
最
初
に
饗
表
せ
ら
れ
た
の
は
、
大
正
十
三
年
六
月
で
あ
り
,
そ
の
改
訂
増
補
は
、
上
巻
が
昭
和
二

年
四
月
に
再
版
,
昭
和
六
年
四
月
に
三
版
に
於
い
て
、
な
さ
れ
、
下
巻
が
昭
和
三
年
三
月
に
再
版
、
昭
和
七
年
九
月
に
三
版

に
於
い

て
な
さ
れ
た
、
從

つ
て
行
政
法
の
教
科
書

と
し
て
の
行
政
法
撮
要
は
最
も
最
新
の
内
容
を
持
つ
事
に
於
い
て
日
本
公
法
學
界
に
於
い

て
は
独
自
の
立
場

を
有
す
る
も
の
と
な
す
こ
と
が
出
來
る
、
と
云
ふ
こ
と
は
、
行
政
法
に
於
い
て
特
に
強
く
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
、こ
で
あ
る
,
何
、こ
な
れ
ば
、
行
政
法
に
關
す
る
教
科
書
乃
至
著
作
と
し
て
、
現
行
法
の
改
正
若
く
は
新
法
の
制
定
と
い
ふ
こ
と
に

就

い
て
、
全
然
こ
れ
を
無
親
す
る
も
の
が
少
く
な
い
か
ら
で
あ
る
、
例

へ
ば
野
村
信
孝
氏
の
行
政
法
大
綱

は
昭
和
五
年
四
月
の
出
版

に
拘
ら
す
昭
和
四
年
の
改
正
市
制
町
村
制
を
忘
れ
て
ゐ
る
、
又
あ
る
他
の
著
作
に
於
い
て
は
奮
態
依
然
と
し
て
行
政
法
規
の
改
慶
或

は
薪
定
・こ
は
全
然
別
個
に
敬
科
書
と
し
て
存
在
す
る
も
の
が
あ
る
、
が
、
し
か
し
乍
ら
,
行
政
法
に
關
す

る
教
科
書

乃
至
著
作
が
、
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薪
な
内
容
を
も
つ
て
く
る
所
の
行
政
法
規
を
全
然
・こ
り
入
れ
な
か
つ
た
と
し
て
こ
れ
を
非
難
す
る
の
は
多
少
無
理
な
場
合

が
な

い
で

は
な
い
、
そ
こ
に
行
政
法
規
が
そ
の
廣
汎
な
る
内
容
,こ
範
囲
と
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知

る
場
合

に
は
,
か

・
る
非
難
の
若

干
を
黙
許
し
う
る
理
由
も
存
す
る
か
ら
で
あ
る
、
が
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
れ
ば
あ
る
程
、
美
濃
部
教
授

の
行
政
法
撮
要
の
み
は
、

少
く
と
も
大
正
十
三
年
の
初
版
以
來
は
、
現
行
行
政
法
規

に
、
最
も
忠
實
に
且
最
も
新
鮮
に
鰯
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
、

こ
の
こ
と
は
,

こ
の
行
政
法
撮
要
が
有
す
る
所
の
最
も
優
れ
た
部
分
の

一
つ
で
あ
り
、

從

つ
て
、

行
政
法
學
界
は
勿
論
實
際
行
政

に
携
は
る
市
井
の
人
々
が
こ
れ
を
尊
重
す
る
理
由
と
も
な
っ
て
ゐ
る
、
た
し
か
に
、
美
濃
部
教
授
の
行
政
法
撮
要
が
持

つ
所
の
強
昧

は
、
現
在
實
際
行
政

に
携
は
る
人

々
か
ら
特
に
そ
の
理
論
の
正
確
と
解
釈
の
安
當
と
が
實
際
行
政
に
即
し

て
ゐ
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る

鮎
で
あ
る
,
筆
書
は
、
九
州
の

一
圓
殊
に
福
岡
縣
の
都
市
及
び
更
に
小
町
村
を
見
學
す
る
・こ
き
、
そ
の
役
場
、
公
會
堂
の
書
架
に
手

垢
の
つ
い
た
行
政
法
撮
要
乃
至
憲
法
撮
要
憲
法
精
義
を
見
出
す
こ
と
が
屡
々
で
あ
る
、
こ
の
點

に
於
い
て
、
美
濃
部
教
授
の
公
法
理

論
は
、
今
、
日
本
公
法
學
界
の
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
且
指
導
的
な
も
の
で
あ
る
と
云
つ
て
差
支

へ
な
い

と
共
に
、
日
本
公
法
墨
界

の
標
尺
と
も
な
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
、
だ
か
ら
、

こ
の
意
味
に
於
い
て
公
法
特
に
行
政
法
教
科
書

の
欧
繹
を
な
す
な
ら

ば
、
古
い
内
容
の
行
政
法
教
科
書

を
措
い
て
,
こ
の
種
の
著
作
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
云
ふ
の
は
、
近
來
海
外
の
公
法
殊
に

行
政
法
學
界
に
於
い
て
優
れ
た
行
政
法
教
科
書
と
し
て
塞
げ
ら
る
べ
き
も
の
が
極
め
て
少
く
、
そ
の
鮎
か
ら
云

へ
ば
,
美
濃
部
教
授



の
行
政
法
撮
要
の
如
き
は
海
外
に
於
い
て
も
優
越
し
た
地
位
を
み
い
だ
し
得
る
か
ら
で
あ
る
,
少
く
と
も
教
科
書
と
し
て
み
れ
ば
、

行
政
法
範
囲

に
於
い
て
は
こ
の
行
政
法
撮
要
程
に
優
れ
た
も
の
は

一
つ
も
存
在
し
て
ゐ
な
い
と
云

へ
る
,
唯
行
政
法
に
關
す
る
特
殊

著
作
・、)
い
ふ
側
か
ら
み
れ
ば
,
海
外
に
於
い
て
は
、
殊
に

一
九
三
〇
年
三

一
年

に
於

い
て
優
れ
た
も
の
が
出
て
ゐ
る
、
日
本
公
法
學

界
が
こ
れ

に
反
し
て
こ
の
優
れ
た
行
政
法
教
科
書
を
得
た
こ
と

は
最
も
幸
福
な
こ
と
で
あ
る
、
し
か
る
に
、
こ
の
行
政
法
撮
要
t
於

い
て
は
從
來
行
政
制
例

の
研
究
に
於
い
て
頗
る
訣
け
て
ゐ
た
.
だ
か
ら
。
そ
の
盛
る
所

の
行
政
法
理
論
が
最
も
正
確
で
あ
の
そ
の
解

繹
が
最
も
妥
當
で
あ
る
に
拘
ら
す
、
現
在
の
行
政
判
例
と
の
関
係

は
極
め
て
不
充
分
に
し
か
示
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
、所
が
、
今
度
、

公
法
判
例
大
系
上
巻
が
登
表
さ
れ
た

(昭
和
八
年

一
月
三
十
日
)
、

著
者
に
依
れ
ば
、

こ
れ
に
依

つ
て

『
現
に
行
は
る
る
活
き
た

る
法
を
知
る
』
便
宜
と
も
な
る
ーこ
さ
れ
る
、
確
か
に
こ
の
公
法
制
例
大
系
上
春
は
從
來
行
政
法
學
界

に
於

い
て
最
も
映
け
て
ゐ
た
腿

の
も
の
を
埋
め
つ
く
し
た
,こ
云

へ
る
、
從
來
の
欠
鮎
を
埋
め

つ
く
し
た
の
み
な
ら
ず
、
更
に
新
な
る
飛
躍

の
素
地
を
充
分
に
與

へ
て

く
れ
た
も
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
來

る
、
そ
れ
は
現
に
活
き
て
ゐ
る
法
の
實
醗
、
更

に
公
権
力
の
實
相
を
知
る
に
最
も
適
切
な
も
の
と

云

へ
る
か
ら
で
あ
る
、
從

つ
て
、
美
濃
部
教
授
の
行
政
法
撮
要
は
、
こ
の
公
法
判
例
大
系
,こ
相
侯
つ
て
,
公
法
學
界

と
及
び

一
般
市

井
の
實
務
家

に
眞
實
な
る
意
味
に
於
い
て
の
行
政
法
を
教
示
し
て
く
れ
る
、
蓋

し
美
濃
部
教
授
公
法
剃
例
大
系
の
翼
表
は
近
來
日
本

公
法
學
界
の
最
大
の
牧
穫
で
あ
る
、
が
更
に

一
歩
進
め
て
云

へ
ば
,
行
政
法
撮
要
の
う
ち
に
公
法
判
例
大
系

が
巧
み
に
織
込
ま
れ
得
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四

た
な
ら
ば
、
更
に
理
想
的
な
行
政
法
教
科
書
が
あ
ら
は
れ
る
で
あ
ら
う
、
藪
に
筆
者
は
改
め
て
斯
く
の
如
き
著
作
が
新
に
企
劃
さ
れ

ん
こ
と
を
美
濃
部
教
授

に
切
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

二

次
ぎ
に
行
政
法
撮
要
の
内
容
を

一
瞥
し
よ
う
、
美
濃
部
教
授
の
行
政
法
麗
系
は
從
來
主
と
し
て
獨
逸

の
學
者
に
就

い
て
み
ら
れ
る

よ
う
な
体
系
が
そ
の
ま

・
に
取
入
れ
ら
れ
て
あ
る
,
だ
か
ら
行
政
法
撮
要
が
上
巻
と
下
巻

に
わ
か
れ
、
上
巻
は
行
政
法
絡
論
,
下
巻

は
行
政
法
各
論
と
せ
ら
れ
て
ゐ
て
も
、
上
春
に
於
い
て
行
政
権
の
基
礎
的
理
論
が
行
は
れ
、
下
巻
に
於
い
て
そ
の
磨
用
的
各
論
が
展

開
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
と
な
す
こ
と
は
出
來
な
い
、

こ
れ
は
、

行
政
法
全
髄
系
か
ら
み
れ
ば

一
つ
の
不
統

一
さ
を
示
す
も
の
と
云

へ

る
、
即
ち
行
政
法
総
論
に
當
る
部
分
に
官
吏
法
、
自
治
法
或
は
行
政
箏
訟
法
が
含
ま
れ
る
と
共
に
、
各
論

に
於
い
て
も
亦
警
察
法
、

企
業
法
、
公
用
徴
収
法
等
を
含
む
、
そ
こ
に
総
論
及
び
各
論
の
間
に
何
等
統

一
性
を
み
い
だ
し
難
い
、
從

つ
て

一
聯
の
行
政
現
象
を

そ
の
ま

・
に
把
握
し
、

こ
れ
を
全
體
的

に
観
察
す
る
の
必
要
あ
る
場
合

に
於
い
て
は
、
そ
の
こ
れ
が
目
的

を
達
成
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
、
が
,
か
く
の
如
き
鵬
系
を
持

つ
所
の
行
政
法
教
科
書
が
日
本
に
於
い
て
は
勿
論
海
外
に
於
い
て
も
同
様

に
通
常
こ
れ
を
み

い
だ
し
得

る
の
は
、
こ

、
に
行
政
法
教
科
書
と
し
て
の

一
つ
の
大
な
る
訣
黙
が
あ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
,
假
り
に
こ
れ
が
軍
純
な

る
教
科
書

に
止
ま
る
場
合
に
於
い
て
は
、
行
政
法
総
論
,こ
各
論
と
の
聞
に
不
統

一
性
が
存
在
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
に
し
て
も
、
激



科
書
・こ
し
て
且
同
時
に
行
政
法
の
特
殊
著
作
た
る
性
質
を
有
す
る
も
の
と
し
て
は
、
爾
若
干
の
鋏
貼
た
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な

い
、
蓋
し
、
こ
の
點

に
於
い
て
筆
者
の
見
解
を
要
述
す
れ
ば
、
行
政
法
は
先
づ
最
初
に
行
政
組
織
が
論
ぜ
ら
れ

。(
こ
れ
を
行
政
法
第

一
部
・こ
す
る
)
,
次
ぎ
に
行
政
活
動
を
究
明
し

(
こ
れ
を
行
政
法
第
二
部
と
す
る
)
、
終
り
に
、
こ
の
行
政
組
織
を
通
じ
て
行
政
活

動
の
行
は
れ
る
に
際
し
て
の
行
政
救
濟
が
攻
究
せ
ら
れ

(
こ
れ
を
行
政
法
第
三
部
と
す
る
)
る
こ
と
に
依
り
、
こ

・
に

一
聯
の
行
政

現
象
を
完
全
に
有
機
的
に
把
握
し
得

る
も
の
と
思
ふ
、
さ
り
乍
ら
、
從
來
の
行
政
法
饅
系
殊
に
そ
の
最
も
優
れ
た
る
も
の
を
盛
り
あ

げ
た
所
の
美
濃
部
教
授
の
行
政
法
撮
要
は
充
分
の
影
響
と
支
配
力
と
を
學
界
及
び
實
際
家
に
與

へ
て
居
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
、
こ

の
こ
と
か
ら
の
み
云

へ
ば
,
行
政
法
撮
要
は
、
今
、
行
政
法
學
界
の
有
す
る
所
の
最
高
の
水
準
に
於
い
て
存
す
る
も
の
と
云

へ
る
。

行
政
法
撮
要
上
巻
第
三
版
は
昭
和
六
年
四
月
の
獲
行
で
あ
つ

て
、
奮
來
の
第
二
版

(
昭
和
二
年
四
月
)

に
比
し
て
約
二
十
頁
増
補

せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
殊
に
地
方
自
治
制
度
に
關
す

る
昭
和
四
年
の
改
正
を
考
慮
し
て
著
し
く
改
訂
ゼ
ら
れ
た
、

蓋
し
、
從
來
に
於
い
て
も
、
行
政
法
撮
要
上
春
は
そ
の
下
春

に
比
し
て

一
暦
内
容
の
整
頓
し
解
釈

の
簡
潔

な
こ
と
が
あ
ら
は
れ
て
ゐ

た
が
、

第
三
版
改
訂
増
補
に
至
つ
て

盆

々
そ
の
感
を
深
か
ら
し
め
た
、

但
し
こ
れ
を
仔
細
に
み
る
な
ら
ば
、

行
政
法
撮
要
上
巻
の

最
初
の
部
分
即
ち
第

一
章
基
礎
観
念
及
び
基
礎
規
律

(
三
ー

一
五
六
)

は
最
も
再
吟
味
せ
ら
れ
る
べ
き
部
分
で
は
あ
る
ま
い
か

ε
思

ふ
、
例

へ
ば

、
H
a
u
r
i
o
uの
P
r
i
n
c
i
p
e
s
 
d
e
 
d
r
o
i
t
 
p
u
b
l
i
c
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1
9
1
0
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や
J
e
z
e
 
G
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r
i
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c
i
p
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e
r
a
u
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六

　や
　

の
　

が
特
に
考
慮
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
ふ
、こ
の
行
政
法
基
礎
観
念
の
う
ち
行
政
行
爲
論

に
至

つ
て
は
海
外
に
於
い
て
近
來
適
切
な
著
作
が
綾
出
し
、從

つ
て
日
本
行

政
法
學
界

に
於

い
て
も
亦
こ
の
研
究
を
な
す
者
が
見
う
け
ら
れ
る
に
至
つ
た
、
特
に
行
政
行
爲
に
経
済
的
色
彩
の
加
は
つ
た
場
合

に

於
い
て
そ
の
こ
れ
を
論
す
る
の
必
要
が
あ
る
と
共
に
、

純
梓
に
行
政
行
爲
を
取
つ
た
も
の
を
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
(
　
　

　
)
,
第

二
章
行
政
組
織

(
一
五
七

!
四
三
六
)
は
行
政
法
撮
要
上
巻
中
の
最
も
重
要
で
あ
り
且
最
も
優
れ
た
部
分
で
あ
る
、
從
つ
て
、
こ
の
部

分
に
於
い
て
は
,
行
政

組
織
論
に
於
い
て
、
官
吏
法
に
於
い
て
、
又
地
方
自
治
法
に
於
い
て
近
來
最
も
注
目
せ
ら
れ
る
べ
き
文
献
を
も
つ
に
至
つ
て
ゐ
る
、

そ
の
二
、
三
を
例
示
す
れ
ば
働
行
政
組
織
に
於
い
て
は
、
　

官
吏
法
に
於
い
て
は
、
　

　
が
特
に
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
自
治
法
に
就

い
て
は
近
來
見
る
べ
き
著
作
が
甚
だ
多
く
、
褒
表
さ
れ
て
ゐ
る
、

一
例

を
あ
げ
れ
ば
、
　

の
　

①

　
が

そ
れ
で
あ
る
、

殊

に
℃

droit adm
inistratif, 1926,

 N
ezard H
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E

lem
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V
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T
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P
e
t
e
r
s

は
地
方
自
治
に
關
す
る
理
論
的
方
面
に
於
い
て
、
D
e
n
d
i
a
sは特
に
中
央
集
権
制
と
地
方
分
権

制
と
の
關
聯
に
於
い
て
、

R
o
b
s
o
n

は
自
治
團
置
の
歴
史
的
方
面
に
於
い
て
各

々
そ
の
特
色
を
示
し
て
ゐ
る
、

若
し
自
治
團
體

そ
れ
自
身
の
著
作
で
云

へ
ば
、 F
o
r
s
t
h
o
f
f
 
E
.

の
D
i
e
 
o
f
f
e
n
t
l
i
c
h
e
 
K
o
r
p
e
r
s
c
h
a
f
t
 
i
c
n
 
B
u
n
d
e
s
s
t
a
a
t
,
 
1
9
3
1
 
;

が

攻
究
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
、
だ
が
,
地
方
自

治
に
關
し
た
も
の
は
殆
3
枚
墨
し
難
い
程
多
数
で
あ
る
、
こ
の
意
味
に
於
い
て
、
行
政
法
撮
要
上
巻
の
公
共
團
體

論
は
充
分
に
展
開

せ
ら
る
べ
き
可
能
性
が
あ
る
、
唯
々
こ
の
部
分
に
於
い
て
最
も
訣
け
た
も
の
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と

の
出
來
る
の
は
,
近
來
最
も
論

ぜ
ら
れ
る
所
の
自
治
政
上
の
諸
問
題
に
殆
,ご
鰯
れ
て
ゐ
な
い
貼
で
あ
る
、
例

へ
ば
、
市
町
村
の
併
合
、
市
町
村
機
關
の
改
正
、
市
町

村
選
挙

の
意
義
、
等

に
就
い
て
少
し
も
論
題
を
持
ち
合
は
せ
て
ゐ
な
い
、
こ
れ
は
、
現
在
の
行
政
法
の
具
體
的

研
究

に
際
し
て
の
大

き
い
問
題
で
あ
る
と
云

へ
る
、
即
ち
、
現
行
日
本
行
政
法
規

に
み
る
を
得
な
い
制
度
乃
至
條
文
が
外
國
法

に
存
す
る
場
合
に
於
い
て

は
若
干
の
比
較
乃
至
参
照
を
な
す
こ
と
は
、
日
本
行
政
系
統

の
現
實
性
を
知
る
こ
と
に
於

い
て
最
も
必
要

な
こ
と
で
あ
る
、
で
な
い

と
、
稽
々
も
す
れ
ば
そ
の
論
旨
が
主
観

に
傾
き
易
い
場
合
が
多
い
、
例

へ
ば
、
市
町
村
會
は
市
町
村
住
民

の
代
議
曾
で
あ
る

(行
政

法
撮
要
、
上
巻
三
四
二
頁
)
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、
現
在
の
市
町
村
住
民
と
公
民
と
の
数
字
を
比
較
し
て
、
後
者
は
前
者
の
平
均

一

割
八
分
乃
至
二
割
の
程
度
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
知
る
な
ら
ば
、
市
町
村
會
が
住
民

の
代
議
會
で
あ

る
と
す
る
に
は
、
こ

・
に

法
的
擬
制
を
加
え
な
け
れ
ば
到
底
諒
解
し
難

い
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
,
同
様
な
る
こ
と
は
尚
他
の
若
干
の
錨
に
於
い
て
こ
れ
を
み
る

美
濃
部
教
授
『行
政
法
撮
要
」
.
(第
三
巻
第
二
號
)

二

四
五
)

七



美
濃
部
教
授

「行
政
法
撮
要
』

(第
三
巻
第
=
脱
)

(
輔
四
六
)

八

こ
と
を
得
る
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
地
方
自
治
法
は
行
政
法
撮
要
上
巻
に
於
い
て
は
最
も
優
れ
た
部
分
の

一
つ
で
あ
る
、.
第

三
章

に
行
政
上
の
事
訟

(
四
三
七
i
五
三
八
頁
)
が
論
ぜ
ら
れ
て
あ

る
が
、
こ
れ
は
他
の
部
分
と
は
分
離

せ
ら
れ
る
べ
き
内
容
を
持

つ
た
部
分
で
あ
る
、
筆
者
の
見
解

に
依
れ
ば
、
む
し
ろ
行
政
法
第
三
部
行
政
救
濟
と
し
て
別
個
に
取
扱
は
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、

さ
り
乍
ら
、
こ
の
部
分

は
美
濃
部
教
授
の
別
著

『
行
政
裁
判
法
』

(
昭
和
四
年
五
月
)
と
相
侯
つ
て
最
も
研
究

に
値

す
る
も
の
で
あ

る
,
所
謂
公
法
上
の
裁
判
権

は
憲
法
及
び
行
政
法
を
通
じ
て
最
も
研
究
せ
ら
る
べ
き
テ
ー

マ
の

一
つ
で
あ

る
、
こ
の
場
合
に
於
い
て

美
濃
部
教
授

の
行
政
裁
判
法
は
、
日
本
に
於
け
る
唯

一
の
而
し
て
最
高
の
指
導
書
と
し
て
最
も
熟
讃
せ
ら

る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
海

外

に
於
い
て
は
、
近
來
、
公
法
上
の
裁
判
権

に
關
す
る
文
献
が
多
く
み
ら
れ
る
に
至
つ
た
,
行
政
争
訟
特

に
行
政
訴
訟
に
關
す
る
も

の
だ
け
を
拾
ひ
上
げ
て
み
て
も
,

等
が
注
目
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

行
政
法
撮
要
下
巻
第
三
版
は
昭
和
七
年
九
月
の
獲
行
で
あ
つ
て
、
奮
來
の
第
二
版

(昭
和
三
年
三
月
)

に
比
し
て
約
百
五
十
八
頁

壇
補
ゼ
ら
れ
、
美
濃
部
教
授
の
、
奮
著

『
行
政
法
各
論
中
巻
」

(
大
正
九
年
十

一
月
)
の
七
六
二
頁
に
接

近
す
る
に
至
つ
た
、
從
つ

E
lbe, D

ie V
erw

altungsgerichtsbarkeit nach den G
esetzen  der deutschen L

ander,

1925; D
ickm

ann, D
ie V

erw
altungsgerichtsbarkeit in Preussen, 1926; Festschrift zur Feier des funfzigjahrigen 

B
estehens des B

ayerischen V
erw

altungsgerichtshofs, 1929; R
ottm

ann,. V
erw

altung and V
erw

altungsgerichtsbar

keit, 1931 ;



て
、
行
政
法
撮
要
下
巻
は
上
巻

に
比
較
し
て
極
め
て
大
部
の
も
の
た
る
に
至
る
と
共
に
、
こ
の
下
巻
を
基
準
に
し
て
考

へ
れ
ば
、
上

巻
は
更
に
塘
補
せ
ら
る
べ
き
鯨
地
あ
る
が
如
く
に
み
え
る
,
若
し
叉
上
巻

を
基
礎
と
し
て
み
れ
ば
、
下
巻

は
若
干
削
除
せ
ら
る
べ
き

絵
地
あ
る
が
如
く
に
み
え
る
、
筆
者
が
九
州
帝
大

に
於
け
る
行
政
法
講
義
の
経
験

か
ら
云

へ
ば
、
上
巻
こ
そ
行
政
法
教
科
書
・こ
し
て

最
も
適
切
な
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
,
即
ち
下
巻
に
於
い
て
は
、
美
濃
部
教
授
の

奮
著
行
政
法
各
論

に
内
容
も
頁
数

も
著
し
く
接
近

し
,
そ
の
多
面
多
種
の
引
例
及
批
判
は
随
所
に
多
く
し
て
極
め
て
示
教
に
富
む
も
の
が
あ
る
。
が
、
あ
る
場
合

に
於
い
て
は
、
鯨
り

に
複
雑
に
し
て
寧
ろ
他
の
部
分
に
移
さ
る
べ
き
性
質
か
有
す
る
も
の
が
少
く
な
い
、
或
は
却
つ
て
、
こ
れ
を
詳
述
す
る
の
必
要
あ
る

も
の
が
な
い
で
は
な
い
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
事
柄
も
こ
れ
を
行
政
法
教
科
書
,こ
し
て
み
な
い
時
に
於
い
て

は
寧
ろ
問
題
に
せ
ら
る
べ

き
で
な
い
が
、
日
本
行
政
法
學
界
の
有
す
る
最
高
の
行
政
法
教
科
書
と
し
て
考

へ
る
場
合
に
於
い
て
は
上
記
の
鮎

を
更
に
考
慮
せ
ら

る
べ
き
で
あ
ら
う
、
例

へ
ば
,
警
察
法
、
企
業
法
、

教
育
法
が
そ
れ
ら
で
あ
る
、
警
察
法

(
三
-

一
七

二
)

は
行
政
法
撮
要
下
巻

に
於
い
て
最
も
優
れ
た
部
分
で
あ

る
こ
と
は
、
正
し
く
、
上
巻
地
方
自
治
法

に
対
す
る
如
く
で
あ
る
、
特

に
警
察
下
命
、
許
可
、
強

制
は
・
警
察
法
中
最
も
教
示

に
富
む
部
分
で
あ
る
・
が
更

三

歩
を
進
め
て
云
ふ
な
ら
に
、
行
政
法
撮
要

を
行
政
法
教
科
書
と
し
て

取
扱

ふ
限
り
警
察
法
は
寧
ろ
別
個
の
著
作
と
し
て
分
離
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
.こ
考

へ
ら
れ
る
、
こ
の
點

に
於
い
て
美
濃
部
敏

授
が

『
警
察
研
究
』
第
二
巻
第
六
號

(
昭
和
六
年
六
月
)
か
ら
公
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
警
察
法
概
論
は
最
も
興
味
あ
る
論
作
で
な
け
れ

美
濃
部
教
授
「行
政
法
撮
要
」

(第
三
巻
第
二
號
)

(
一
四
七
)

九



美
濃
部
敢
授

「行
政
法
撮
要
』

(第
三
巻
第
二
號
)

(
一
四
八
)

一
〇

ぱ
な
ら
ぬ
,
.思

ふ
に
,
こ
の
警
察
法
概
論
が
完
結
せ
ち
れ
る
と
き
に
、
日
本
行
政
法
學
界
は
美
濃
部
教
授
に
依

つ
て
警
察
研
究
に
關

す
る
最
良
の
文
献
が
與

へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
、
唯

々
行
政
法
撮
要
下
巻
の
警
察
法
に
於
い
て
、
警
察
観
念

中
,
警
察
観
念
の
史
的
褒

展
を
取
扱
ふ
こ
と
に
於
い
て
極
め
て
少

い
頁
の
み
を
與
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
頗

る
遺
憾
で
あ
る
、
何
と
な
れ
ば
、
警
察
な
る
観
念
と
そ

の
實
相
-、、
は
史
的
獲
展
を
通
じ
て
の
み
知
り
得
る
か
ら
で
あ
る
、
又
こ
の
貼
に
於
い
て
の
著
作
は

U
①冨
ヨ
弩
ρ

竃
8
臼

の
古
い
所

か
ら

毛
0
9
己
o
H臣

の
も
の
に
於
い
て
こ
れ
を
み
る
こ
と
が
出
來
る
、
又
警
察
法

に
於
い
て
、

近
來
研
究
せ
ら
る
べ
き
こ
と

は
警

察
権
行
使
の
科
學
的
研
究
と
、
及
び
公
共
團
體

の
警
察
権
参
加
・こ
の
問
題
で
あ
る
が
、
行
政
法
撮
要
下
巻
警
察
法
に
於
い
て
は
こ
れ

を
取
扱
ふ
こ
、こ
が
輕
ん
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
,
し
か
し
近
來
の
重
.要
な
問
題

と
し
て
海
外
に
於
い
て
こ
の
方
面
の
文
献

は
少
く
な
い
,
そ

の
極
め
て

一
例
を
あ
げ
れ
ぽ
、

一露
。。
い

の
如
き
も
の
が
あ
る
、
行
政
法
政
要
下
巻
に
於
い

て
最
も
再
吟
味
を
必
要
と
す
る
も
の
は
公
企
業
法
で
あ
る
、

公
企
業
法

(
一
八
五
ー
二
〇
六
)

の
部
分
は
こ
の
第
三
版

に
於

い
て
塘
補
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

特
に
螢
造
物
,こ
公
企

業
、
公
企
業
と
管
利
事
業

の
関
係

に
至

つ
て
は
頗

る
意
を
注
が
れ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
結
果
は
他
の
場
合

に
於
け
る
如
く
明
瞭
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
な
い

 D
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よ
う
で
あ
る
,
筆
者
は
、
既

に
、
行
政
法
上
、
公
企
業
な
る
観
念
を
捉

へ
來
る
こ
と
が
果
し
て
適
切
な
の

や
否
や
の
鮎
に
疑
問
を
抱

く
者
で
あ
る
、
が
、
こ
の
點

に
於
い
て
は
更
に
他

ω
機
曾
に
こ
れ
を
問
題
に
し
た
い
と
思
ふ
、
唯
々
こ
の
場
へ
口
に
於
い
て
は
近
來

こ

の

方

面

.」
於

い
て

の
適

當

な

る
文

献

が

極

め

て

多

く

な

つ
た

こ
と

を
暴

げ

る

に
止

め

よ
う

、

例

へ
ば

、

等
が
あ

る
,
行
政
法
…撮
要
下
巻

に

於
い
て
訣
け

た
る
部
分
は
経
済
行
政
に
あ
る
、
蓋

し
経
済
行
政
は
近
來
最
も
重
要
な
る
行
政
部
門
と
せ
ら
れ
る
結
果
と

し
て
、
こ
れ

を
他

の
行
政
部
門
,こ
同
檬

に
取
抜
ふ
こ
と
は
必
要
で
あ
る
、

唯
々
美
濃
部
教
授

の
行
政
法
撮
要
下
巻
に
於
け
る
保
育
行
政

(
一
七
九
i

五

一
〇
)
な
る

も
の
は
経
済
行
政
と
若
干
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
結
果
,こ
し
て
、

保
育
行
政
を
展
開
し
た

場
合
に
於
い
て
は
,

所
謂
純
濟
行
政

の

内
容
を
充
た
す
こ
と
が
不
可
能
で
な
い
。
こ
の
場
合
-、一錐
も
行
政
法
撮
要
下
巻
の
保
育
行
政

の
保
育
な
る
用
語
が
妥
當
で
あ
る
か
否

か
は
尚
吟
味
の
蝕
地
が
残
さ
れ
る
。
よ
り
詳
細
に
論
ぜ
ら
る
べ
き

は
教
育
行
政

(
四
九
二
!

五

一
〇

)

と
軍
事
行
政

(六
八
五

ー

七

一
四
頁
)
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
行
政
は
警
察
行
政
と
連
絡
し
て
特
殊
な
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
結
果
と
し
て
そ
の
究
明
は

最
も
必
要
ご
さ
れ
る
。

美
濃
部
敢
授

『行
政
法
撮
要
』

(第
三
巻
第
二
號
)

(
一
四
九
)

=

 G
iterm

ann, K
onzessioni

erter oder kom
m

unaler B
etrieb, 1927; Sigloch, D

ie U
nternehm

ungen der i ffentlichen W
irtschaft, 1931 ;

L
andm

ann, M
oderne O

rganisationsform
en der c.;ffentlichen U

nternehm
ung, 1932;

(H
uber E

. R
., W

irtschaftsverw
altungsrecht, 1932. B

oxer

B
loch, W

irtschaftspolizei, 1928)



美
濃
鄙
教
授

「
行
政
法
撮
要
』

(第
三
霧
第

二
號
)

(
一
五
〇
)

一
二

三

行
政
法
撮
要
の
補
充
と
し
て
し
か
も
そ
れ
自
身
独
立

し
て
最
も
価
値
あ
る
著
作
は
前
述
し
た
評
繹
公
法

判
例
大
系
上
春

(昭
和
八

年

一
月
)
で
あ
る
。
本
書
は
、行
政
法
撮
.要
上
巻
に
相
當
す
る
部
分
に
關
す
る
判
例
が
集
録
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
下
巻
に
相
當
す
る
部
分

に
關
す
る
判
例
は
集
録
さ
れ
て
評
繹
公
法
判
例
大
系
下
巻
と
し
て
昭
和
九
年
十
月
頃
刊
行

の
豫
定
の
由
で
あ
る
。
美
濃
部
教
授
が
本

書

に
於

い
て
企
圖
せ
ら
れ
た
鮎
は
、
第

一
に
、
制
例
を
學
問
的
に
分
類
彙
集
す
る
こ
と
,
第
二
に
,
判
例

の
内
容
を
分
析
し
て
其
の

當
否
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
第

一
の
企
圖
は
、
判
決
の
内
容
に
應
じ
其
の
法
理
上
の
性
質
を
基
礎
と

し
て
こ
れ
を
分
類
し
た

こ
ー、〕に
於
い
て
、
極
め
て
効
果
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
分
類

せ
ら
れ
た
跡

を
み
る
と
、

一
聯
の
行
政
現
象
が
個

々
に
裁
断
せ
ら

れ
て
そ
の
相
互
の
有
機
的
関
係

が
滅
却
せ
ら
れ
た
か
の
感
か
あ
る
。
そ
の
原
因
は
こ
れ
を
更
に
行
政
法
撮
要
上
春
の
行
政
法
膿
系
に

ま
で
湖

ら
し
め
る
こ
,・旨
が
出
來
る
。
何
と
な
れ
ば
公
法
判
例
髄
系
上
春
は
行
政
法
撮
要
上
巻
に
相
當
す
る
部
分
に
關
す
る
判
例
を
集

録

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
行
政
法
撮
要
上
春

に
示
さ
れ

た
行
政
法
髄
系
は
既

に
確
定
不
動
の
も
の
な
り
や
否
や
の
瓢
が
攻
究

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
攻
究
が
な
さ
れ
て
の
ち
、
こ
の
體
系
に
從

つ
て
分
類
せ
ら
れ
た
判
例
が
最
も
確
定
的
分
類
、こ
み
ら
れ
る

か
否
か
が
決
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
そ
の
如
何
な
る
分
類
に
從

つ
て
判
例
が
分
類
せ
ら
れ

た
か
は
公
法
判
例
體
系

の

學
問
的
価
値

に
強
く
影
響
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
判
例
討
究
の
要
鮎
は
蓋
し
美
濃
部
教
授

の
企
圖
せ
ら
れ
た
第
二
の
黙
に



あ
る
。
こ
の
企
圖
の
結
果
,こ
し
て
美
濃
部
教
授
の
得
ら
れ
た
虜
の
結
論
は
、

「
不
幸
に
し
て
、
行
政
裁
判
所
及
び
大
審
院
の
何
れ
に

於
い
て
も
、
其
の
制
例
中
に
は
論
旨
當
を
失
す
る
も
の
と
思
は
る
る
も

の
が
意
外

に
多
い
。
其
の
全
盟
に
通
じ
て
最
も
大
な
る
訣
錨

と
思
は
る
る
は
、
第

一
に
は
、
所
謂

「條
文
法
學
」
の
弊
に
陪

つ
て
ゐ
る
こ
と
、
第
二
に
は
、
行
政
法
學

の
基
礎
原
則
と
も
云
ふ
べ

き
も
の
が
充
分
理
解
せ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
憾
が
あ
る
こ
と
、
第
三
に
は
、
官
権
偏
重
の
思
想
が
恐
く
は
無
意
義

の
間
に
裁
判
官
を
支
配

し
て
居
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
認
め
ら
る
る
遺
憾
が
あ
る
こ
と
云
々
」

(
公
法
刹
例
大
系
上
巻
序
四
頁
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
誠
に
重

大
な
る
結
論
で
あ
る
。
實
に
日
本
公
法
學
界
の
第

一
人
者
た
る
美
濃
部
教
授
が
、
法
治
國
家
と
し
て
の
日
本
の
、
主
と
し
て
公
権
力

に
対
す

る
争
闘
の
結
果
を
か
く
の
如
く
感
得
せ
ら
れ
た
こ
と
に
就
い
て
は
、
筆
者
の
如
く
美
濃
部
教
授
か
ら
直
接
の
教

へ
を
う
く
る

者
は
、
よ
の

一
暦
、
強
い
感
銘
を
う
け
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
更
に
進
ん
で
、

公
権
力
そ
の
も
の
の
現
實
性

(
A
k
t
u
a
l
i
t
a
t

)

を
把
握
し
、
こ
れ
に
依
つ
て
行
政
権
の
實
相
を
知
る
こ
と
は
最
も
必
要
で
あ
る
と
信
ず
る
。
恐
ら
く
今
後

の
公
法
制
例
の
研
究

に
は

か
く
の
如
き
展
開
を
必
要
,こ
す
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
公
法
制
例
大
系
上
巻
の
う
ち
に
集
録
さ
れ
た
制
例
は
、

主
と
し
て
大
正
元
年
か

ら
昭
和
七
年
に
至
る
ま
で
の
行
政
裁
判
所
及
び
大
審
院

の
制
例
で
あ

つ
て
、
総
判
例
数
千
六
百
四
十
四
,

こ
れ
を
八
百
七
十
五
の
項

目

に
分
類
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
判
例
に
対
し
美
濃
部
教
授
の
検
討
さ
れ
た
結
果
を
み
る
と
、
判
決
を
以
て
直
ち
に
正
當
で
あ
る

と
し
た
も
の
が
甚
だ
多
い
が
、
判
決

の
趣
旨
を
正
當
と
し
な
い
が
結
論
に
於
い
て
賛
成
さ
れ
た
も
の
が
少
く
な
い
。
こ
れ
に
反
し
判

美
濃
部
教
授
『行
政
法
撮
要
』

(第
三
巻
第
二
號
)

(
一
五
「
)

一
三



美
濃
部
教
授

「
行
政
法
撮
要
」

(第
三
巻
第

=
號
)

(
一
五
二
)

一
四

決
を
否
と

せ
ら
れ
た
も
の
は
全
農
に
於
い
て
必
ず
し
も
多
数
に
上
つ
て
ゐ
な
い
が
、
こ
れ
を
否
と
す
る
場
合
。
甚
だ
不
當
と
し
た
も

の
、
単
に

不
當
と
し
た
も
の
乃
至
正
當
で
あ
る
や
否
や
疑
は
し
い
と

な
さ
れ

た
も
の
が

交
互
に
存
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
を
綜
合
す
れ

ば
、
美
濃
部
教
授
の
槍
討
さ
れ
た
所
は
極
め
て
穏
當
適
切
な
る
も
の
多
く
、
そ
の
意
味
に
於
い
て
は
,
判
例
そ
れ
自
身
を
誘
導
的
立

場
に
於
い
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
著
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
殊

に
、
公
法
判
例
大
系
が
美
濃
部
教
授

一
人
の
著
作
で
あ

つ
て
,
他

の
何
人
を
も
加
え
な
か
つ
た
所
に
、
本
書
の
持

つ
独
自
性
が
存
在
す
る
如
く
み
え
る
。
い
は
f
、
美
濃
部
教
授
の
公
法
判
例
大
系
は

日
本
公
法
學
界
は
勿
論
市
井
の
實
務
家
及
び
公
法
上
の
判
決
を
直
接
指
導
す
る
威

の
金
字
塔
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
勿
論
個
々
の
判
例
批
制
に
於
い
て
若
干
の
異
議
を
挾
み
、
若
く
は
反
対

を
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
は
少
く
な
い
し
,
更

に
進

ん
で
、
そ
の
か

、
る
判
定
の
な
さ
れ
る
虜
の
立
場
に
就
い
て
も
亦
或
は
論
議
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
が
あ
り
得
る
と
思
は
れ
る
。
し
か

し
か
く
の
如
き
こ
と
は
今
こ
の
場
合
に
於
い
て
こ
れ
を
云
ふ
を
必
要
と
し
な
い
。
唯

々
近
來
特
に
行
政
制
例
に
就
い
て
は
海
外
に
於

い
て
も
亦
こ
れ
を
論
議
す
る
の
著
作
少
く
な
く
,
そ
の

一
つ
二
つ
を
纂
げ
れ
ば
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
こ
と
を
記
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ

。

(Schm
idt G

., E
ntscheidungen der G

em
eindekam

m
er des Freistaats Sachsen aus den Jahren 1924 bis

1928, 2B
d.  1927-29  ; B

a1IK
., D

as m
aterielle W

ahlprufungsrecht, 1931; Pierre de FontR
eaulx, L

es pourvois

devant le conseil d'etat contre les decisions des autres tribunaux adm
inistratifs, 1930)



四

こ

れ
を
要
す
る
に
、
行
政
法
撮
要
、
行
政
裁
判
法
及
び
評
繹
公
法
制
例
大
系

は
美
濃
部
教
授

に
依
つ
て
與

へ
ら
れ
た
日
本
公
法
學

界
の

一
大
牧
穫
で
あ
り
、
今
後
の
行
政
法
原
理
及
応
用
の
展
開
は
こ
れ
を
基
礎

と
し
て
の
み
な
さ
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
筆
者
が
深

く
こ
れ
を
信
じ
て
疑

は
ぬ
虜
で
あ
る
。

美
濃

部
教
授

『
行
政
法
撮
要
」

(
第
三
巻
第

二
號
)

(
一
五
三
)

一
五


